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～ 地域・集落で暮らし続けるために ～ 

別紙１ 

 
 

  ◆ 幌延町「地域コミュニティ形成事業」とは？ 
 

 

地域・集落の現状 ⇒ 地域・集落力の低下 
 

 ○「暮らし続けたい…」を阻む要素： 高齢化、人口減少、身体機能低下、不便、雇用 など 
 

 ●「暮らせないの…」の現状解決法：「転出」  
 

              ⇒ 地域・集落機能低下進行の悪循環 ⇒ 限界集落、消滅集落 

幌延町が進める集落支援の取組 
 

地域コミュニティ形成事業 
 

目指す姿 
 
 

「地域運営組織等」が運営する「集落支援センター」 
 

により 地域・集落機能を維持して、 
 

いつまでも暮らし続けられる仕組みの構築 
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 地域コミュニティ形成事業 
 

 

集落支援センター(もう一つの役場) 
  ※地域と行政の中間的組織 
 
 

 ●目的：地域が真に望む機能集約拠点 
  ①集落機能を維持して、そこに住みつづける仕組み 
  ②肥大化する公共的機能の分業、担い手づくり 
  ③地域インセンティブボランティア制度構築 
 

 【運営主体・地域運営組織等】 
 

○地域住民自らが主体となって、住民合意形成のもと、
各人の役割分担を明確化し、日常生活機能等確保・
地域産業機能推進等を持続的に実施する組織 
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地域住民が参画したNPO等 

集落支援の「目指す姿」 

～ 求められる要素 ～ 
 
 

「住民自治・協働のまちづくり浸透深化」 
 
 

・5,10,30年後の地域集落にとって、今、必要な 

              「こと・もの」を自らが整理 
 

・そのために何が必要か、地域自らが考え行動 
 
 
 
 

 

【幌延町での各種取組(予定)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆地域のお困りごと（課題）把握、検証、整理 
 ⇒地域集落が真に必要とすることって何？ 
 
 

◆地域の中長期的な未来像確立 
 ⇒どんな地域をつくりたいのか？ 
 
 

◆地域集落維持機能実証実験 
 ⇒すぐにでもできることをやってみる！ 

・地域行事等への参加による人材連携 
・集落支援員導入 
・（おためし）地域おこし協力隊導入 
・各種研修会、視察等 
・まちづくりコーディネーター育成事業 


